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1 章 研究の背景と目的 

1-1 研究の背景 

 コミュニティ FM は、地域

の商業、行政情報など地域

活性化に役立つ放送を目的

としており、送信出力が弱

いため可聴範囲は市町村単

位の地域に制限されている。

しかし、インターネット放

送が導入されたことにより、世界中でコミュニティ FM を聴取

することができる。 

1-2 研究の目的 

インターネット放送導入後のコミュニティＦＭの番組編

成、聴取者、スポンサー、聴取者とのコミュニケーションツ

ールなどの変化を分析することで、インターネット放送がコ

ミュニティ FM に与えた影響を運営方針から明らかにするこ

とを目的する。 

1-3 論文構成と方法 

 本論の各章の構成と論文構成を図 2に示す。２章では、コ

ミュニティＦＭに関連する社会情勢や施策の変遷を概観し、

東京都内の 3局のコミュニティＦＭを例にとって現状を把握

する。３章では、インターネット放送導入前後のコミュニテ

ィＦＭの運営実態と変化を 3局のコミュニティＦＭのヒアリ

ング調査の結果から分析する。さらに４章では 2局のコミュ

ニティＦＭにお

けるインターネ

ット放送導入後

の運営方針の変

化を分析する。５

章で結論とする。 

2 章 コミュニティ FM の概要と現状 

2-1 コミュニティ FM の概要と沿革 

 コミュニティ FM は、市区町村単位の半径 10～20 キロ程度

を可聴範囲として地域の商業、行政情報、独自の地元情報に

特化し、地域活性化に役立つ放送を目的として、1992 年に制

度化された FM 放送である。放

送は市区町村など地域コミュ

ニティを意識して行われてお

り、「地域密着性」、「防災・災

害放送」、「市民参加」が特徴

と言われ、主な収入源は番組

CM 料・広告費・自治体からの広報委託費、寄付金（自治体か

らの補助及び助成金、企業からの支援金）、イベントなどその

他収入である1。 

2-2 都内のコミュニティ FM3 局の概要 

 東京都内のコミュニティ FM である<エフエム世田谷>、<む

さしのFM>、<かつしかFM>を例とし各局の概要を図5に示す。 

番組編成の割合では、2011 年 12 月 5 日～11 日の一週間の

通常の番組編成を元に、地域のニュース、情報、特集など地

域に関する番組を「地域の話題」とし、それ以外の番組を「そ

の他」とし、音楽を流し続ける空き時間を「BGM」とした。三

局とも 24 時間放送をしており、ネット放送を導入していた。 

3 章 コミュニティ FM の運営実態と変化 

3-１ 目的と調査概要 

 <エフエム世田谷>、<むさしの FM>、<かつしか FM>それぞれ

の代表へのヒアリング・書面調査の結果から放送に対する意

識、番組編成、聴視者の変化について、経済状況についてイ

ンターネット放送導入後のコミュニティ FM の実態について

把握、分析する。調査概要を表 1に示す。 

 

3-2 運営実態の変化による分析 

各局ともインターネット放送導入の動機を電波による可聴

範囲内の難聴地域の改善と挙げ、地域とその住民を意識した

放送を行うことが第一であるとしている。しかし、各局とも

番組編成に変化が表れている。<むさしの FM>と<かつしか FM>

は番組編成を改め、さらに<むさしの FM>では地域の話題に限

らず、全国向けの観光情報番組に加え、今後も全国向けの番

組を増やすとしている。これは、コミュニティＦＭを全国向

けに配信するのはあまり意味のないことと主張する<エフエ

ム世田谷>の姿勢とは対照的である。 

聴取者とのコミュニケーション手段は各局とも既存のも

のに加えインターネットサイトを利用している。 

図 1 概念図 

図 2 論文構成 

図 3 CFM 局数の推移 

図 5 3 局の CFM の概要 

表 1 調査概要 

図 4 コミュニティ FM の沿革 



3-3 分析結果のまとめ 

１ <むさしの FM>と<かつしか FM>では、インターネット放送

によって聴取者を増やすため全国向けの番組編成を行ってい

る。 

２ 3 局とも共通してインターネットによる放送とコミュニ

ケーションツールによって全国の聴取者と手軽にコミュニケ

ーションできる機会が多くなったことがわかる。 

4 章 コミュニティ FM の運営方針の変化 

4-1 目的と調査概要 

 前章で取り上げた 3つのコミュニティＦＭの内、ヒアリン

グに応じてくれた<エフエム世田谷>、<むさしの FM>それぞれ

の代表へのヒアリング調査の結果からインターネット放送導

入後の運営方針について把握、分析する。 

4-2 運営方針による分析 

 両局とも、インターネット放送を難聴地域の改善と可聴範

囲の拡大のため導入し、コミュニケーションツールを多様化

することで、聴取者との繋がりを意識している事がわかる。

そうすることで、コミュニティに属していない人達から口コ

ミを利用することで認知され、聴取者を獲得することにつな

がっていくと考えている。それ以外にも、インターネット放

送はスポンサーにも影響を及ぼしており、新たな営業手段と

して期待されている。一方で、<エフエム世田谷>と<むさしの

FM>ではインターネット放送導入後のコミュニティへの意識

の違いがある。<エフエム世田谷>では、もとあるコミュニテ

ィを強化するために、世田谷のコミュニティから地理的に離

れてしまった人を意識し、番組を全国に配信しているのに対

し、<むさしの FM>では今あるコミュニティから、武蔵野以外

にも新たな聴取者の獲得を狙って、全国にコミュニティを開

拓しようと試みている。これらの違いは、<エフエム世田谷>

と<むさしのFM>の立地の違いが一つの要因であることが考え

られる。<エフエム世田谷>では、コミュニティの概念が薄く

なりがちな都市のライフスタイルを補うことでスポンサーを

獲得することを目指しており、<むさしの FM>では地域が、経

済的に厳しくなったため、コミュニティの開拓を求めて、そ

こでスポンサーの獲得を目指している事がわかる。 

4-3 分析結果のまとめ 

１ <エフエム世田谷>では、もとあるコミュニティを強化す

るために、世田谷のコミュニティから地理的に離れてしまっ

た人を意識し、番組を全国に配信しているのに対し、<むさし

の FM>では今あるコミュニティから、武蔵野以外にも新たな

聴取者の獲得を狙って、全国にコミュニティを開拓しようと

試みている。 

２ 地域が経済的に厳しくなったコミュニティ FM はインタ

ーネットによる放送とコミュニケーションツールによって地

域外に聴取者を獲得しやすくなったため、そこで新たなスポ

ンサーの獲得を目指すことができる。 

5 章 結論 

・難聴地域の改善や地理的にコミュニティから離れてしまっ

た人に聞いてもらう為にインターネット放送を行なっている。 

・インターネット放送は元あるコミュニティを超えて地域以

外の聴視者を獲得することを可能とした。その獲得の方法に

ついては以下の 2つを明らかにした。 

①元あるコミュニティを強化するために、地理的に離れてし

まった人を意識し、番組を全国に配信している。 

②コミュニティを開拓することで全国から聴取者を獲得する。 

・インターネット放送が導入され地理的な範囲を超えられる

が、それでもコミュニティという発想が残っている。 
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図 4 コミュニティ FM の沿革 
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図 6 考察図 
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